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第３回 ヤマザクラの里 桜川市 ＳＡＫＵＲＡフェスティバル



✿ 桜川市の人口と世帯　　　　

【人口】 42,643 人 （ー 157）

【 男 】 21,137 人 （ー 66）

【 女 】 21,506 人 （ー 91）

【世帯】 15,329 世帯（ー 13）

（　　）は対前月増減

住民基本台帳
平成 30 年４月１日現在
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✿ 表　紙　　　　　　　　　　

第3回 ヤマザクラの里 桜川市
SAKURAフェスティバル

　４月 14 日、桜川市総合運動公
園で第３回ヤマザクラの里桜川市
SAKURA フェスティバルが開催さ
れました。
　写真は、西ステージで行われ
た YOSAKOI フェスタ in 桜川で披
露された踊りの様子です。
　市内外のチームによる踊りは、
多くの来場者を魅了しました。

　

市
の
予
算
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
30
年
度
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
（
市
税
）

と
歳
出
を
、
市
民
１
人
（
１

世
帯
）
当
た
り
で
表
し
て
み

ま
し
た
。
金
額
は
、
４
月
１

日
現
在
の
人
口
と
世
帯
で

割
っ
た
も
の
で
す
。

■ 市民の皆様が負担する税を１人（１世帯）当
たりに換算すると

10万 6,808円（29万 7,125円）
■ 市政に使われるお金を１人（１世帯）当たり

に換算すると

44万 4,387円（123万 6,219円）

※
人
口
／
４
２,
６
４
３
人

　

世
帯
／
１
５,
３
２
９
世
帯

     （
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

市
民
１
人
（
１
世
帯
）

当
た
り
は
こ
ん
な
金
額

ハード事業

（建物の建設・修繕、道路整備など工事をす
る事業）

総務費▶大和駅北地区開発整備事業…17 億
190 万 4 千円
教育費▶桃山小中一貫教育校建設事業…2
億 5,307 万 8 千円
土木費▶道路新設改良事業…1 億 2,934 万
6 千円、道路維持事業…7,315 万 4 千円

ソフト事業

（ハード事業以外の事業）

総務費▶国体開催事業 6,782 万 2 千円、公
共交通事業…4,931 万 5 千円
民生費▶障害者福祉事業…9 億 3,765 万 3
千円、老人医療給付事業…6 億 2,957 万 4
千円、介護保険事業…6 億 110 万 4 千円、
児童手当事業…5 億 9,656 万 5 千円、生活
保護支給事業…5 億 7,323 万 1 千円、子ど
ものための教育・保育給付事業…5 億 2,614
万 2 千円、国民健康保険事業…4 億 8,483
万円、医療福祉事業…3 億 2,997 万円
教育費▶学校給食センター事業…3 億 1,949
万 3 千円、小学校管理事業…1 億 6,206 万 2
千円、史跡等保存整備事業…1 億 3,062 万 2
千円、中学校管理事業…6,804 万 3 千円
衛生費▶保健衛生総務事業…15 億 1,284 万
2 千円、清掃総務事業…5 億 3,861 万 2 千円、
予防総務事業…7,914 万 1 千円
農林水産費▶農業集落排水繰出事業…2 億
2,417 万、多面的機能支払交付金事業…1
億 7,065 万 9 千円、霞ヶ浦用水事業…1 億
4,204 万 4 千円

平成 30 年度
一般会計主要事業の予算

2さくらがわ　2018.5.13 さくらがわ　2018.5.1

①民生費 　58 億 1,531 万 8 千円（30.7％）
　社会福祉サービス、生活保護など
②総務費 　37 億 149 万 3 千円（19.5％）
　市立病院整備、公共交通、情報管理など
③衛生費 　24 億 9,808 万 5 千円（13.2％）
　健康促進、環境保全、ごみ処理など
④教育費 　18 億 6,027 万 2 千円（9.8％）
　学校給食センター、市立学校など
⑤公債費 　15 億 5,386 万 5 千円（8.2％）
　市の借入金の返済など
⑥土木費 　13 億 4,962 万 8 千円（7.1%）
　道路や公園の建設や修繕など
⑦農林水産業費　 9 億 8,287 万 9 千円（5.2％）
⑧消防費　8 億 2,353 万 9 千円（4.3％）
　防災対策、消防、救急救命活動など
⑨その他　3 億 6,492 万 1 千円（2.0％）

市
民
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
使
わ
れ
る
お
金

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
民
生

費
が
最
も
多
く
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
・
児
童
な
ど
の
福
祉
の
充
実

を
図
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
続

い
て
多
い
の
が
、
市
立
病
院
整
備

や
公
共
交
通
、
情
報
管
理
な
ど
の

総
務
費
で
す
。
次
に
多
い
の
が
、

健
康
促
進
、
環
境
保
全
、
ご
み
処

理
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
衛
生
費
。

以
下
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
市

立
学
校
な
ど
の
教
育
費
、
公
債
費
、

土
木
費
、
農
林
水
産
事
業
費
、
消

防
費
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
、
構
成
比
率

市
に
入
っ
て
く
る

お
金

　

一
般
会
計
の
歳
入

の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分
さ
れ
る

地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
約
28
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
続
い
て
多
い

の
が
市
税
で
、
市
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
で
す
。

次
に
多
い
の
が
、
国
か
ら
の
補
助

金
で
あ
る
国
庫
支
出
金
。
以
下
、

市
債
、
繰
入
金
、
県
支
出
金
な
ど

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
、
構
成
比
率

① 地方交付税　 53 億 5,000 万円（28.2％）
所得税・消費税などの国税の一部を国か
ら交付される収入

② 市　税 　45 億 5,462 万 6 千円（24.0％）
市民税、固定資産税、軽自動車税など

③ 国庫支出金 　19 億 3,873 万 2 千円（10.
２％）学校や道路などの建設、扶助費な
どに対して国から補助される収入

④ 市　債 　18 億 5,320 万円（9.8％）事
業を実施するために長期的に国などか
ら借り入れる収入

⑤ 繰入金   16 億 5,252 万 4 千円（8.7％）
⑥ 県支出金 　12 億 2,959 万 9 千円（6.5％）

学校や道路などの建設、扶助費などに対
して県から補助される収入

⑦ 地方消費税交付金 　7 億 1,835 万 9 千
円（3.8％）県に納付された消費税の一
部を県から交付される収入

⑧ 諸 収 入   5 億 4,595 万 9 千 円（2.9 ％）
学校給食費や高額療養費返納金などの
収入

⑨繰越金   3 億円（1.6％）
⑩その他　 8 億 700 万 1 千円（4.3％）

　

桜
川
市
の
基
本
と
な
る
平
成
30
年
度
当
初
予
算
が
、
平
成

30
年
第
１
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
で
、可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額
は
１
８
９
億
５
，

０
０
０
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
６
つ
の
特

別
会
計
と
２
つ
の
事
業
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
で
は
、

３
４
２
億
８
，６
４
４
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
の

合
算
額
と
対
比
し
て
約
1
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
主
に
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
歳
入
・
歳

出
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 30 年度当初予算一覧

総　　額　３４２億８,６４４万円
一般会計　１８９億５，０００万円

歳
入

歳
出

平成30年度   当 初 予 算

平成 30 年度予算

189 億 5,000 万円

53 億 5,923 万円

4 億 2,730 万 6 千円

6 億 1,408 万 4 千円

42 億 3,524 万 7 千円

924 万 2 千円

4 億 2,313 万 1 千円

13 億 3,275 万 8 千円

29 億 3,544 万 2 千円

342 億 8,644 万円

区　　　　　分

一　般　会　計

国民健康保険

農業集落排水
事業

公共下水道
事業

介護保険

介護サービス
事業

後期高齢者
医療

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

合　　　　　計

特　
　

別　
　

会　
　

計

一般会計の歳入
（市に入ってくるお金）

一般会計の歳出
（市民の皆様のために使われるお金）
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／
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か
ひ
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■
主
事
／
高た

か
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ぞ
み

収
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■
次
長
兼
課
長
／
佐さ

と
う藤
秀ひ

で
お夫
■
主

幹
／
早は

や
せ瀬
則の

り
ゆ
き之
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／
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い
ぬ
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雄ゆ
う
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■
主
事
／
藤ふ

じ
い井
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ゆ

た

由
太
■
主

事
／
深ふ

か
や谷
祥さ

ち
よ誉

岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
長
／
古こ

や
ま山

み
ち
子こ

真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
総
合
窓
口
第
二
グ
ル
ー
プ
長
／

大お
お
た
け武
妙た

え
こ子
■
副
主
査
／
大お

お
ぜ
き関
聡

さ
と
し

■
主
任
／
飯い

い
だ田
麻ま

い衣
■
主
事
／

常と
き
わ盤

佳か

よ世
（
新
）

大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
課
長
／
郡ぐ

ん
じ司
純す

み
お夫
■
総
合
窓
口

グ
ル
ー
プ
長
／
古ふ

る
は
し橋
政ま

さ
こ子

総
合
戦
略
部

■
総
合
戦
略
部
長
／
柴し

ば

保や
す
ゆ
き之

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課

■
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
長
／

高た
か
は
し橋

靖や
す
こ子

■
主
事
／
櫻さ

く
ら
い井

大ひ
ろ
き樹

（
新
）

地
域
開
発
課

■
次
長
兼
課
長
／
上う

え
の野
茂し

げ
お雄
■

副
主
査
／
海え

び

さ

わ

老
澤
貴た

か
し

■
主
幹
／

古ふ
る
は
し橋
優ひ

ろ
た
か剛

病
院
整
備
推
進
課

■
次
長
兼
課
長
／
仁に

へ
い平
昌ま

さ
の
り則
■
主

任
／
梅う

め
み
や宮
正ま

さ
き樹
■
主
事
／
上う

え
の野

拓た
く
ろ
う郎市

民
生
活
部

市
民
課

■
市
民
グ
ル
ー
プ
長
／
青あ

お
き木
弘ひ

ろ
こ子

■
主
査
／
栗く

り
や
ま山
美み

つ

え

津
江
■
主
任
／

飯い
い
や
ま山
智ち

か

こ

佳
子
■
主
任
／
安あ

だ
ち達
一か

ず
き樹

■
主
事
／
稲い

な
ば葉
裕ゆ

り

え

利
絵
（
新
）
■

人
権
啓
発
推
進
室
主
任
／
田た

や
ま山

明あ
き
ひ
ろ宏

国
保
年
金
課

■
次
長
兼
課
長
／
真ま

が
さ
き崎
隆た

か
お男
■
国

保
給
付
グ
ル
ー
プ
長
／
藤ふ

じ
た田
剛

た
け
し

■
主
事
／
海え

び

は

ら

老
原
愛め

ぐ
み（
新
）

生
活
環
境
課

■
次
長
兼
課
長
／
神こ

う
の野
広ひ

ろ
ゆ
き幸
■
主

任
／
小お

じ
ま嶋
智と

も
ひ
ろ裕
■
主
任
／
安あ

だ
ち達

理り

か香
■
主
事
／
藤ふ

じ
た田
裕ゆ

う
た太
■
主
事

／
友と

も
つ
ね常
拓た

く
ま磨
（
新
）

保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課

■
次
長
兼
課
長
／
尾お

み見
敦あ

つ
こ子
■
障

が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ
長
／
安あ

だ
ち達

由ゆ

み

こ

美
子
■
主
査
／
戸と

し
ま嶋
忠た

だ
ゆ
き行
■
主

査
／
坪つ

ぼ
い井
さ
と
み
■
副
主
査
／

仁に
へ
い平
富と

み
こ子
■
副
主
査
／
小こ

ば
や
し林
賢け

ん
い
ち一

■
主
幹
／
安や

す
だ田
哲て

つ
や也
■
主
事
／

塚つ
か
だ田
大だ

い
す
け輔
■
主
事
／
潮う

し
お
だ田
茉ま

ゆ侑

（
新
）
■
主
事
／
上う

え
は
ら原
絵え

み美
（
新
）

児
童
福
祉
課

■
課
長
／
太お

お
た田
昇の

り
こ子
■
こ
ど
も
支

援
グ
ル
ー
プ
長
／
大お

お
や谷
浩ひ

ろ
み美
■

主
査
／
田た

や谷
信の

ぶ
ゆ
き之
■
主
任
／
枝え

だ

良り
ょ
う
へ
い平
■
主
任
／
安あ

だ
ち達
和か

ず
き樹

岩
瀬
認
定
こ
ど
も
園

■
園
長
／
高た

か
ま
つ松

典の
り
こ子

■
保
育
教

諭
（
主
査
）
／
渡わ

た
な
べ辺
朝と

も
こ子
■
保
育

教
諭
（
副
主
査
）
／
松ま

つ
も
と本
典の

り
こ子
■

主
幹
／
堤

つ
つ
み

昭あ
き
こ子
■
保
育
教
諭
（
主

任
）
小お

や
ま山
美み

か香
■
保
育
教
諭
（
主

任
）
／
國こ

う

だ

府
田
麻ま

い

こ

衣
子
■
保
育
教

諭
（
主
事
）
／
海え

び

さ

わ

老
澤
亜あ

み実
（
新
）

■
調
理
員
／
袖そ

で
や
ま山
春は

る
え江
■
調
理
員

／
立た

ち
ば
な花
恭や

す
こ子

岩
瀬
東
部
認
定
こ
ど
も
園

■
園
長
／
大お

お
ぜ
き関

洋よ
う
こ子

■
副
園
長
／

藤ふ
じ
た田
明あ

け
み美
■
保
育
教
諭
（
主
査
）

　
市
は
、
４
月
１
日
付
で
職
員
の

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
退

職
者
に
つ
い
て
は
３
月
31
日
付
で

す
。（
新
）
は
新
規
採
用
者

市
長
公
室

秘
書
広
報
課

■
課
長
／
柴し

ば
や
ま山
兼か

ね
み
つ光
■
秘
書
広
報

グ
ル
ー
プ
長
／
仲な

か
た田
幸こ

う
い
ち一
■
主
任

／
蘒は

ぎ
わ
ら原
一か

ず
の
り訓
■
主
任
／
秋あ

き
や
ま山
哲て

つ
や也

■
主
事
／
田た

な
か中
安あ

い衣
（
新
）

企
画
課

■
課
長
／
秋あ

き
や
ま山
健け

ん
い
ち一
■
企
画
グ

ル
ー
プ
長
／
小お

ば
た幡
康や

す
し

■
副
主
査

／
大お

お
ば場
昌ま

さ
み己
■
主
幹
／
大お

お

わ

だ

和
田

学ま
な
ぶ

■
主
任
／
吉よ

し
ざ
わ澤
俊し

ゅ
ん

■
主
任
／

深ふ
か
や谷
弥や

よ
い生
■
主
任
／
塚つ

か
だ田
将ま

さ
と人

職
員
課

■
課
長
／
田た

ぐ
ち口
瑞み

ず
お男
■
主
任
／

小こ
ば
や
し林
香か

お
り織
■
主
任
／
飯い

い
む
ら村
千ち

ぐ
さ草
■

職
員
課
付
／
岡お

か
の野
亮り

ょ
う
こ子
■
職
員
課

付
／
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う條
千ち

よ

こ

代
子
■
職
員
課
付

／
舘た

て

翔し
ょ
う
こ子
■
職
員
課
付
／
飯い

い
じ
ま島

明あ

す

か

日
香

市
長
公
室
付
派
遣
職
員

■
茨
城
県
派
遣
（
主
幹
）
／
木き

む
ら村

智さ
と
し史
■
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

派
遣
（
主
任
）
／
大お

お
ば場
康や

す
ひ
ろ弘
■
茨

城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

派
遣
（
主
事
）
／
石い

し
か
わ川
雄た

け
み望
■
茨

城
県
派
遣
（
主
事
）
／
榎え

の
き
ど戸
達

い
た
る

■
茨
城
県
派
遣
（
主
事
）
／
萩は

ぎ
わ
ら原

悠ゆ
う総

務
部

総
務
課

■
次
長
兼
課
長
／
宮み

や
た田
充あ

つ
お夫
■
総

務
グ
ル
ー
プ
長
／
稲い

な
ば葉
正ま

さ
の
り典
■
主

査
／
小こ

ま
つ
ざ
き

松
﨑
エ
ミ
■
主
事
／
増ま

す
ぶ
ち渕

知ち

か果
（
新
）

財
政
課

■
財
政
グ
ル
ー
プ
長
／
岩い

わ
ぶ
ち渕
治は

る
ひ
と仁

■
主
幹
／
舘た

て

亨と
お
る

■
主
事
／
鈴す

ず
き木

健け
ん
た
ろ
う

太
郎
（
新
）

税
務
課

■
資
産
税
グ
ル
ー
プ
長
／
横よ

こ
た田

／
石い

し
ば
し橋
明あ

け
み美
■
保
育
教
諭（
主
査
）

／
金か

な
う
ち内

悦え
つ
こ子

■
保
育
教
諭（
主
事
）

／
栗く

り
は
ら原
め
ぐ
み
■
保
育
教
諭
（
主

事
）
／
鈴す

ず
き木
祐ゆ

み美
■
調
理
員
／

入い
り
え江
春は

る
み美

や
ま
と
認
定
こ
ど
も
園

■
園
長
／
萩は

ぎ
わ
ら原

英ひ
で
お雄

■
保
育
教
諭

（
主
査
）
／
飯い

い
じ
ま島

恵け
い
こ子

■
保
育
教

諭
（
主
幹
）
／
齋さ

い
と
う藤

健た
け
し志

■
保
育

教
諭
（
主
任
）
／
庄し

ょ
う
じ司

彩あ
や
か香

■
保

育
教
諭
（
主
事
）
／
海え

び

さ

わ

老
澤
睦む

つ
み美

（
新
）
■
調
理
員
／
舘た

て
の野
ふ
じ
子こ

■
調
理
員
／
中な

か
ざ
と里
幸さ

ち
こ子

高
齢
福
祉
課

■
高
齢
福
祉
グ
ル
ー
プ
長
／
高た

か
く久

裕ひ
ろ
み美
■
主
幹
／
大お

お
ば羽
悠ゆ

う
た太
■
主

任
／
髙た

か
ま
つ松
直な

お
こ子
■
主
任
／
山や

ま
な
か中

祐ゆ

み美
■
主
任
／
腰こ

し
づ
か塚
翠み

ど
り

■
主
事

／
栗く

り
ざ
き﨑
涼り

ょ
う
こ子
■
主
事
／
秋あ

き
や
ま山
大だ

い
す
け輔

（
新
）
■
主
事
／
河か

わ
ぞ
え添
佳か

な奈
（
新
）

介
護
保
険
課

■
課
長
／
齋さ

い
と
う藤
修し

ゅ
う
い
ち一
■
主
事
／

仁に
へ
い平
千ち

は
る晴
（
新
）

健
康
推
進
課

■
課
長
／
広ひ

ろ
せ瀬
智と

も
み美
■
健
康
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
長
／
斉さ

い
と
う藤
育い

く
こ子
■
副

主
査
／
大お

お
や
ま山
幸さ

ち
え江
■
主
幹
／
藤ふ

じ
た田

輝て
る
え恵
■
主
事
／
荻お

ぎ
の野
美み

す
ず鈴
■
主
事

／
内う

ち
だ田
莉り

さ聡
（
新
）
■
主
事
／

勝か
つ
た田
絢あ

や
か香
（
新
）

経
済
部

農
林
課

■
次
長
兼
課
長
／
石い

し
か
わ川
幹み

き
お夫
■
農

林
グ
ル
ー
プ
長
／
安あ

だ
ち達

勝ま
さ
る

■
主

査
／
濱は

ま
の野

利り

い

こ

以
子
■
主
査
／
貝か

い
と
う藤

百ゆ

り

こ

合
子
■
行
政
専
門
員
／
横よ

こ
た田

藤ふ
じ
ひ
こ彦

■
主
事
／
渡わ

た
な
べ辺

創そ
う

■
主
事
／

鈴す
ず
き木
駿し

ゅ
ん
い
ち一
■
主
事
／
小こ

い
ず
み泉
洋よ

う
た太

■
主
事
／
矢や

じ
ま島
賢け

ん
と人
■
主
事
／

永な
が
ほ
り堀
良り

ょ
う
た汰
（
新
）

商
工
観
光
課

■
副
主
査
／
近こ

ん
の
う納
裕ひ

ろ
ま
さ政
■
主
幹
／

古こ

う

た

宇
田
麻ま

な

み

名
美
■
主
事
／
戸と

つ
か塚

一か
ず
な
り成
（
新
）

桜
川
市
水
田
農
業
振
興
室

■
水
田
農
業
振
興
室
長
／
若わ

か
ば
や
し林

正ま
さ
の
り則
■
主
事
／
高た

か
は
し橋
翔し

ょ
う
た大
（
新
）

桜
川
市
土
地
改
良
事
務
局

■
参
事
補
兼
事
務
局
長
／
河か

わ
い合

利と
し
み
ち通建

設
部

建
設
課

■
次
長
兼
課
長
／
上う

え
の野
誠せ

い
い
ち一
■
主

査
／
木き

む
ら村
友と

も
み美
■
副
主
査
／
渡わ

た
な
べ邉

正ま
さ
と人
■
主
任
／
安あ

だ
ち達
聖さ

と
る

■
主
事

／
大お

お
ぜ
き関
毅た

け
し士
■
主
事
／
小お

じ
ま島
宏ひ

ろ
き貴

■
主
事
／
猪い

の野
晃あ

き
ひ
ろ大
（
新
）

都
市
整
備
課

■
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
長
／
高た

か
く久

正ま
さ
き喜
■
主
任
／
深ふ

か
や谷
康や

す
は
る玄
■
主
事

／
小こ

ば
や
し林
督ま

さ
し史
■
主
事
／
中な

か
の野
将ま

さ
ひ
ろ大

（
新
）

上
下
水
道
部

■
上
下
水
道
部
長
／
内う

ち
や
ま山

久ひ
さ
み
つ光

水
道
課

■
業
務
グ
ル
ー
プ
長
／
井い

の
う
え上

さ
ち

子こ

■
工
務
グ
ル
ー
プ
長
／
蟹か

に

雅ま
さ
か
ず一

■
副
主
査
／
島し

ま
ざ
き﨑
寿と

し
は
る春
■
副
主
査

／
市い

ち
つ
か塚
清き

よ
み
ち順
■
主
事
／
天あ

ま

が

や

賀
谷

直な
お
き樹

下
水
道
課

■
業
務
グ
ル
ー
プ
長
／
星ほ

し

博ひ
ろ
こ子
■

工
務
・
浄
化
槽
グ
ル
ー
プ
長
／

潮う
し
お
だ田
雄ゆ

う
い
ち一
■
主
査
／
田た

や
ま山
嘉よ

し
ひ
こ彦

会
計
課

■
会
計
管
理
者
／
白は

く
た田
公き

み
え江
■
会

計
課
長
／
園そ

の
だ田

哲て
つ
や也

■
主
査
／

行　政
市 の 動 き

情　報

桜
川
市
職
員
の
人
事
異
動

古こ

う

た

宇
田
み
ゆ
き
■
主
査
／
大お

お
ぜ
き関

香か

よ代市
議
会
事
務
局

■
課
長
／
太お

お
た田

貴よ
し
ひ
さ久

教
育
委
員
会

■
教
育
部
長
／
佐さ

と
う藤
勤

つ
と
む

学
校
教
育
課

■
次
長
兼
課
長
／
栗く

り
ば
や
し林

浩ひ
ろ
し

■
副

主
査
／
髙た

か
に
わ庭

美み

よ

こ

代
子
■
主
任
／

大お
お
ば羽

恵え

み実
■
主
事
／
飯い

い
む
ら村

亮り
ょ
う
た太

■

主
事
／
石い

し
ぼ
り堀

敦あ
つ
こ子

■
主
事
／
石い

し
つ
か塚

裕ゆ
う
す
け伴

ま
か
べ
幼
稚
園

■
園
長
／
酒さ

か
よ
り寄
久ひ

さ
し

■
主
任
教
諭

（
主
査
）
／
園そ

の
だ田
み
ゆ
き
■
教
諭

（
主
任
）
／
渡わ

た
な
べ辺
奈な

お

み

保
美

桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
所
長
／
二に

の
み
や宮
浩ひ

ろ
こ子
■
主
任
／

渡わ
た
な
べ邉
明あ

き
ひ
こ彦

教
育
指
導
課

■
主
査
／
大お

お
ば場
真ま

ゆ

み

由
美

生
涯
学
習
課

■
次
長
兼
課
長
／
大お

お
み
や宮
利と

し
か
ず和
■
生

涯
学
習
グ
ル
ー
プ
長
／
栗く

り
や
ま山
和か

ず
み三

■
文
化
財
グ
ル
ー
プ
長
／
飯い

い
づ
か塚

亮り
ょ
う
こ子

■
副
主
査
／
仁に

へ
い平

寿と
し
ひ
ろ洋

■
主

幹
／
中な

か
じ
ま島

崇た
か
の
り教

■
主
事
／
増ま

す
ぶ
ち渕

圭け
い
す
け佑

（
新
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■
主
事
／
木き

む
ら村
知ち

ほ穂
■
主
事
／

畑は
た

雅ま
さ
ひ
ろ裕
（
新
）
■
事
務
補
／
関せ

き

百ゆ

り

こ

合
子
■
事
務
補
／
藤ふ

じ
た田
里さ

と
え江

農
業
委
員
会
事
務
局

■
事
務
局
長
／
佐さ

え
き伯

純じ
ゅ
ん
い
ち一

■
農

業
委
員
会
グ
ル
ー
プ
長
／
高た

か
く久

幸さ
ち
こ子
■
主
幹
／
石い

し
か
わ川
久く

み

こ

美
子

退
職
者

✿
石い

し
か
わ川
文ふ

み
お雄
✿
宮み

や
や
ま山
孝た

か
お夫
✿
古ふ

る
は
し橋

正ま
さ
み
つ充
✿
岩い

わ
み見
良よ

し
こ子
✿
大お

お
ぜ
き関
一か

つ
し司

✿
池い

け
だ田
繁し

げ
こ子
✿
永な

が
た田
茂し

げ
る

✿
藤ふ

じ
た田

義よ
し
は
る治
✿
江え

じ
り尻
玲れ

い
こ子
✿
冨と

み
た田
栄え

い
こ子
✿

金か

な

い

だ

井
田
信の

ぶ
こ子
✿
安や

す
だ田
孝た

か
こ子
✿
広ひ

ろ
せ瀬

明あ
け
み美
✿
中な

か
む
ら村
栄え

み

こ

美
子
✿
木き

し
ろ代
久ひ

さ
こ子

✿
菊き

く
ち池
哲て

つ
や也
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第
３
回 

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里 

桜
川
市

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

開
催

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
シ
リ
ス
ト
ラ
市
桜
川
訪
問
団
が

桜
川
市
を
来
訪

４
月
12 

日
～
16
日

　

桜
川
市
総
合
運
動
公
園
で
、
４

月
14
日
に
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
に
は
、
ボ
ー
ル
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
市
内
特
産
品
と
交

換
で
き
る
ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
ボ
ー

ル
や
、
声
優
で
さ
く
ら
が
わ
応
援

大
使
の
櫻さ

く
ら
が
わ川
め
ぐ
さ
ん
と
、
茨
城

応
援
ソ
ン
グ
の
ね
ば
ね
ば
音
頭

を
歌
う
泉い

ず
み水

い
づ
み
さ
ん
・
淺あ

さ
の野

勝か
つ
も
り盛

さ
ん
に
よ
る
桜
川
市
Ｐ
Ｒ

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
農
産
物
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
変
わ
り
型

自
転
車
コ
ー
ナ
ー
、
消
火
器
・
放

水
体
験
や
消
防
車
乗
車
体
験
、
パ

ト
カ
ー
展
示
や
健
康
ま
つ
り
、
真

高
マ
ル
シ
ェ
（
真
壁
高
校
）、
商

工
会
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
が

立
ち
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
や

踊
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
（
岩
瀬
日
本
大
学
高
校

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
）、
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
フ
ェ
ス
タ
in
桜
川
、

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
９
月
に
友
好
交
流

都
市
協
定
を
締
結
し
た
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
共
和
国
シ
リ
ス
ト
ラ
市
桜
川

訪
問
団
が
４
月
12
日
～
16
日
に
桜

川
市
を
来
訪
し
ま
し
た
。
訪
問
団

は
、
ユ
リ
ア
ン
・
ナ
イ
デ
ノ
フ
市

長
を
は
じ
め
と
す
る
６
名
で
構
成

さ
れ
、
市
内
各
所
の
視
察
を
行
い

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

12
日
夜
に
市
内
に
到
着
後
、
13

日
に
は
市
内
の
キ
ュ
ウ
リ
選
果
場

や
ス
イ
カ
圃
場
、
石
材
店
を
視
察
。

同
日
夜
に
は
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
日
は
、
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。
昨
年
同
様
、

ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
に
も
参

加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
農
場

視
察
や
平
沢
公
民
館
で
行
わ
れ
た

伝
統
芸
能
鑑
賞
、
浅あ

さ
が賀
正ま

さ
じ治
氏
の

美
術
工
房
を
視
察
・
見
学
し
ま
し

た
。

　

15
日
は
、
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社

視
察
、
16
日
は
市
立
桃
山
学
園
視

察
後
、
市
役
所
大
和
庁
舎
で
意
見

交
換
会
を
行
い
、
予
定
さ
れ
た
行

程
を
す
べ
て
終
了
後
に
、
帰
国
に

向
け
出
発
し
ま
し
た
。

スイカ圃場を視察する
シリストラ市桜川訪問団の皆さん

昨年に引き続き、開会式後に行われたラッキーカラーボールに参加

４
月
14
日
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まちの話題

さくらがわ　2018.5.17

2月24日～3月4日

市
と
公
益
社
団
法
人
茨
城
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
（
茨
城
県
宅

建
協
会
）
は
、
桜
川
市
空
家
バ
ン

ク
登
録
物
件
の
媒
介
に
関
す
る
協

定
書
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

市
で
は
桜
川
市
空
家
バ
ン
ク
を

設
置
し
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
空

家
な
ど
の
利
活
用
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
空

家
の
流
通
促
進
に
取
り
組
み
、
所

有
者
と
利
用
者
が
安
心
で
き
る
取

り
引
き
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

し
て
の
熱
心
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、
藤ふ

じ
た田

恒つ
ね
お男

さ
ん
（
真
壁
町
田

地
区
）
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

３
月
２
日
に
農
林
水
産
省
で
行

わ
れ
た
伝
達
式
で
は
「
自
分
の
地

域
に
は
、
責
任
が
あ
る
。
ほ
か
の

地
域
で
受
け
て
い
る
メ
リ
ッ
ト

を
、
自
分
の
地
域
で
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」
と
推
進
委
員
と
し

て
の
責
務
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

真
壁
ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
ン
ド
で
、
３

月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
２
０
１
８
全

日
本
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権
シ
リ
ー
ズ

第
１
戦
関
東
大
会
を
前
に
、
西に

し
む
ら村

亜あ

や弥
選
手
と
小お

が
わ川
毅つ

よ

士し

選
手
が
大
塚

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ル
は
、
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
で
傾
斜
な
ど
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン

を
制
限
時
間
内
に
通
過
を
競
う
競

技
。
同
大
会
で
は
、
西
村
選
手
が
レ

デ
ィ
ー
ス
で
見
事
優
勝
し
、
小
川
選

手
が
国
際
Ａ
級
ス
ー
パ
ー
で
第
４
位

に
な
り
ま
し
た
。

岩
瀬
総
合
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」

で
開
催
さ
れ
た
県
西
地
区
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
、

真
壁
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
の
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
県
西
地
区
の
40

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

小お
ざ
わ澤
そ
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」
と
今
後

の
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

3月2日

 3月2日

3月13日

真
壁
女
子
ミ
ニ
バ
ス�

県
西
新
人
大
会
で
優
勝

藤
田
恒
男
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権
出
場
の

�

西
村
選
手
と
小
川
選
手
が
表
敬
訪
問

茨
城
県
宅
建
協
会
と

�

空
家
の
媒
介
に
関
す
る
協
定
を
締
結

競技車両を披露する 
西村亜弥選手（左）と小川毅士選手（右）

優勝した真壁女子ミニバスケットボールスポーツ 
少年団の選手の皆さん

表敬訪問する藤田恒男さん（右）
調印を行った大塚市長と張

はりかえ

替武
たけ

敏
とし

会長
（左から３番目）と茨城県宅建協会の皆さん



初回相談の方限定とさせていただきます。事情によりお断りさせていただくこともございます。

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ
日時 ：５月27日（日）　9:00～17:00
場所 ：弁護士法人萩原総合法律事務所

0296-48-8875
弊所HPからもお問い合わせいただけます

完　全
予約制

☎ 誠実に、忠実に。
あなたの側で、

そば

認証番号 ISA IS 0213

ISO・Pマーク認証取得まで
コンサルタントがお手伝いします。
ISO・Pマーク認証取得まで
コンサルタントがお手伝いします。

■
問
合
先
／�
企
画
課 

国
体
準
備
室（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１ 

代
表
）

開
催
ま
で
あ
と
５
１
５
日
！

い
ば
ラ
ッ
キ
ー
通
信

vol. ４

　

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
開
催

の
機
運
を
醸
成
し
、
全
国
か
ら
訪

れ
る
５
０
０
人
を
超
え
る
選
手
や

監
督
な
ど
の
大
会
関
係
者
を
、
お

も
て
な
し
の
心
で
お
出
迎
え
す
る

た
め
、
広
報
啓
発
や
大
会
運
営
に

必
要
な
物
品
を
ご
提
供
ま
た
は
、

ご
貸
与
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体

な
ど
の
皆
さ
ま
を
募
集
し
ま
す
。

■
協
賛
者
名
の
表
示

　

協
賛
物
品
に
は
、
企
業
名
な
ど

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

表
示
内
容
は
、
実
行
委
員
会
と
協

議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

■
協
賛
の
受
付

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
協
賛
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
実
行
委
員

会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
岩
瀬
小
学
校
卒
業

生
が
、
２
月
26
日
に
北
関
東
自
動

車
道
下
ト
ン
ネ
ル
（
つ
く
ば
霞
ヶ

浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
犬
田
付
近
）

に
壁
画
を
制
作
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

の
協
力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

壁
画
の
テ
ー
マ
は
、
桜
川
市
に

ち
な
ん
で
「
桜
」。
桜
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
も
学
び
、
児

童
た
ち
は
思
い
思
い
に
き
れ
い
な

桜
の
絵
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。

　

制
作
に
は
３
時
間
を
か
け
、
絵

が
完
成
す
る
と
、
ト
ン
ネ
ル
内
か

ら
「
や
っ
た
あ
」「
き
れ
い
だ
ね
」

と
い
う
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

■
協
賛
い
た
だ
き
た
い
物
品

・ 

広
報
活
動
用
物
品
（
ボ
ー
ル
ペ

ン
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
）

・ 

県
民
運
動
用
物
品
（
軍
手
、
タ

オ
ル
、
花
の
苗
な
ど)

・ 

歓
迎
装
飾
用
物
品
（
の
ぼ
り
旗
、

横
断
幕
な
ど
）

・ 

お
も
て
な
し
用
物
品
（
特
産
品
、

休
憩
用
ド
リ
ン
ク
な
ど
）

・ 

競
技
会
用
物
品
（
帽
子
、
雨
具
、

テ
ン
ト
な
ど
）

・
そ
の
他
大
会
準
備
用
物
品

実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設 桜

川
市
開
催
協
賛
の
お
願
い

トンネルの壁画にサクラを描く
平成 29年度岩瀬小学校卒業生

株
式
会
社
常
陽
銀
行
（
寺て

ら
か
ど門

一か
ず
よ
し義
頭
取
）
か
ら
、
市
内
小
学

校
・
義
務
教
育
学
校
１
年
生
を

対
象
に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
３
３
０

個
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

川か
わ
だ田
興こ

う
し
ょ
う聖
さ
ん
（
雨
引
山
楽
法

寺 

住
職
）
か
ら
、
公
共
交
通

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

１
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

寄　付

寄
　
贈

寄　贈

寄
　
付 梅井教育長に防犯ブザーを手渡す吉

よ し だ

田雅
まさゆき

幸真
壁支店長（右）大塚市長に寄付金を手渡す川田興聖さん

平
成
29
年
度
岩
瀬
小
学
校 

　
卒
業
生
が
壁
画
制
作
で

ト
ン
ネ
ル
を
桜
満
開
に

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
実
行
委
員
会
の
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
大
会
情
報
な
ど
国
体
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド
か

ら
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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Baby Kumon教室開講中0～2歳の親子で参加

　
今
年
２
月
１
日
に
『
桜
川
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
』
と
し
て
着
任

し
た
２
名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

大お
お
か
わ川

奈な

な奈 

さ
ん

　
　
（
前
住
所
／
埼
玉
県
川
口
市
）

野の

だ田
武た

け
よ
し能 

さ
ん

　

 （
前
住
所
／
東
京
都
目
黒
区
）

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
わ

た
し
の
出
身
は
東
京
で
す
が
、
父

の
仕
事
や
自
分
の
進
学
・
就
職
の

関
係
で
人
生
の
半
分
は
地
方
暮
ら

し
で
、
つ
い
に
は
日
本
を
飛
び
出

て
東
南
ア
ジ
ア
に
も
５
年
ほ
ど
住

　

桜
川
市
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
！
私
は
「
桜
」
が
大
好
き
で
、

平
成
28
年
４
月
に
自
己
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
、
桜
に
関
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
見
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　
『
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
』
の
連
な

る
山
々
や
田
畑
の
風
景
に
魅
了
さ

れ
、
日
々
の
様
々
な
出
会
い
に
感

動
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
桜
と
共
に
生
き
る
」
が
私
の
人

生
の
テ
ー
マ
！
こ
の
『
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
里
』
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

町
の
ど
こ
か
で
出
会
っ
た
ら
、
気

軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

桜
川
市
の
観
光
の
振
興
や
地
域

の
情
報
発
信
に
関
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
地
域
外

の
人
材
が
移
住
し
、
地
域
協
力
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ

の
定
住
・
定
着
を
図
る
取
組
み
の

こ
と
で
す
。

　

任
用
期
間
は
２
月
１
日
か
ら 

み
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
桜

川
市
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
生
活
を
経
験
し
て
つ
く
づ

く
思
う
こ
と
は
、
日
本
と
い
う
国

が
い
か
に
有
難
く
、
そ
し
て
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
都
会
と
地
方
暮
ら
し

を
し
た
者
と
し
て
、
地
方
で
の
生

活
が
い
か
に
豊
か
か
と
い
う
こ
と

を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で

感
じ
る
こ
と
は
、
桜
川
市
は
全
国

で
も
稀
に
み
る
好
条
件
に
恵
ま
れ

た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

世
界
中
で
最
も
恵
ま
れ
た
日
本

の
中
で
も
さ
ら
に
魅
力
的
な
桜
川

市
。
そ
の
よ
さ
を
色
々
な
形
で
Ｐ

Ｒ
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
の
活
動
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

１
年
（
最
長
３
年
ま
で
延
長
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ

「
S
a
k
u
r
a
g
a
w
a
　
W
O
W
」

（https://w
w

w
.facebook.com

/
sakuragaw

aw
ow

2018/

）

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58
‐５
１
１
１
・
75
‐３
１
１
１　

内
線
１
３
２
１
）

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

�

ご
紹
介 vol. ５

桜
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？
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「車検代」「旅行費」等
短期（１年から）の
資金作りとして
利用できます。

定期積金定期積金
「きらり」「きらり」

実施期間

平成30年２月１日　  ～ 平成31年１月31日木 木

出来上り
金利

上記の金利の適用は初回満期日までとなります。  （税引後 年0.1１9％）

0.15%0.15%
契約対象

契約期間

掛込金額

そ の 他

正組合員・准組合員の資格が必須（1口1,000円以上の出資）
口座振替による掛け込みとする。
契約者本人のJAの口座より自動振替とする
（他行振替は不可、JAに口座開設が必要）。
１年～５年
１契約　毎月掛金5,000円以上
毎月振替指定日に自動振替扱い
中途解約時の場合は、中途解約時の所定の中途解約利率を適用する。

〒308-0051 茨城県筑西市岡芹2222
電話 0296-25-6600（代）

組合員限定

詳しくは当ＪＡのＨＰへ
http://www.ja-kitatsukuba.or.jp/

平成31年度職員採用説明会開催中
〒300-4421 桜川市真壁町原方191-4
☎0296－23－9230

〒300-4513 筑西市中根94
本　　社

☎0296－52－2337

○粗　大　ゴ　ミ収集運搬業務
○事業系ごみ収集運搬業務
○一般廃棄物収集運搬業務

明野資源リサイクル㈱
真壁支店

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ ０２９６－７５－３１５９（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。
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乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

■
５
歳
児
健
康
相
談

・ 

対
象
／
Ｈ
25
年
６
月
１
日
生
～

７
月
４
日
生

・
日
程
／
６
月
26
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
15
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
29
年
６
月
生

・
日
程
／
６
月
25
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
15
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
28
年
10
月
～
11
月
生

・
日
程
／
６
月
５
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
15
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
29
年
４
月
～
６
月
生

・
日
程
／
６
月
12
日
（
火
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
15
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
離
乳
食
相
談
（
定
員
20
名
）

・ 

対
象
／
生
後
４
～
６
か
月
児
と

そ
の
保
護
者

・
日
程
／
６
月
１
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・ 

開
催
時
間
／
９
時
45
分
～
11
時

30
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
送
付
し
た
問
診
票

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
栄
養
士
が
、
健
康
上

の
不
安
・
心
配
事
に
つ
い
て
、
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
日
程
／
会
場

【
６
月
12
日
（
火
）】
真
壁
保
健
セ

ン
タ
ー

【
６
月
25
日
（
月
）】
健
康
推
進
課

（
相
談
）、岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー（
計

測
）

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

　
「
最
近
、
よ
く
眠
れ
な
い
」「
人

の
視
線
が
気
に
な
る
」
な
ど
、
心

の
健
康
で
悩
ん
で
い
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
・
ご
近

所
・
職
場
の
方
か
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

・
日
程
／
６
月
28
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・ 

内
容
／
精
神
科
医
師
や
保
健
師

が
担
当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

成
人
健
康
診
査

　

過
去
の
受
診
歴
に
応
じ
て
通
知

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に

通
知
の
届
か
な
い
方
、
新
た
に
健

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
推

進
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
住
民
健
診
／
大
和
地
区

・
対
象
／
20
歳
以
上
の
方

・ 

日
程
／
６
月
５
日
（
火
）
～
７

6

知
っ
て
い
ま
す
か
？

�

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

日
（
木
）

・ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
、

13
時
30
分
～
14
時
30
分

・ 

会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

・ 

内
容
／
特
定
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
、
ユ
ー
ス
健
診
、
結
核
・

肺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立

腺
が
ん
検
診

■
大
腸
が
ん
検
診
（
検
体
回
収
）

・  

対
象
／
40
歳
以
上
で
、
ミ
ニ

ド
ッ
グ
・
住
民
健
診
を
受
診
せ

ず
、
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
ご

希
望
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・ 

日
程
／
６
月
11
日
（
月
）、
15

日
（
金
）

・ 

会
場
／
大
和
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル

・ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
10
時

30
分

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

・ 

日
程
／
６
月
３
日
（
日
）、
８

日
（
金
）

・ 

会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

・
受
付
時
間
／
７
時
～
10
時

・ 

内
容
／
特
定
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
、
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
前
立
腺

が
ん
検
診

※�
検
査
項
目
に
よ
り
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診（
要

予
約
）

・ 

対
象
／
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
20

歳
以
上
の
女
性
、
乳
が
ん
検
診

…
30
歳
以
上
の
女
性

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

日
程
／
６
月
11
日
（
月
）
～
13

日
（
水
）、
16
日
（
土
）、
20
日

（
水
）
～
22
日
（
金
）

※��

午
後
の
み
、
６
月
14
日
（
木
）

～
15
日
（
金
）、
18
日
（
月
）

～
19
日
（
火
）

真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

日
程
／
６
月
27
日
（
水
）、
30

日
（
土
）

※�

午
後
の
み
、
６
月
28
日
（
木
）

～
29
日
（
金
）

共
通
事
項

・ 

申
込
期
間
／
５
月
25
日
（
金
）

～
26
日
（
土
）、
28
日
（
月
）

～
６
月
１
日
（
金
）、４
日
（
月
）

～
８
日
（
金
）、
11
日
（
月
）

～
13
日
（
水
）

・ 

申
込
先
／
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
７
０-

０
７
７-

１
５
０
）

・
受
付
時
間
／
９
時
～
17
時

・ 

内
容
／
子
宮
頸
が
ん
…
子
宮
頸

部
細
胞
診
、
乳
が
ん
検
診
…
超

音
波
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
。

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※�

過
去
３
年
間
、
受
診
歴
の
な
い

方
は
通
知
が
届
き
ま
せ
ん
の

で
、
健
康
推
進
課
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

６
月
３
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１

・  

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

６
月
10
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

６
月
17
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８-

６

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

６
月
24
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

タ
バ
コ
病　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
？

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
）
は
日
本
人
全
体
の
死
因
第
10

位
（
男
性
は
８
位
）
と
な
っ
て
お

り
、
タ
バ
コ
の
有
害
物
質
を
長
期

に
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
気

管
支
や
肺
な
ど
に
障
害
が
生
じ
る

病
気
で
す
。
以
前
は
「
慢
性
気
管

支
炎
」
や
「
肺
気
腫
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
い
っ
た
ん
発
症
す

る
と
完
治
は
せ
ず
、
重
症
化
す
る

と
す
ぐ
息
切
れ
し
た
り
、
酸
素
吸

入
が
必
要
に
な
る
な
ど
日
常
生
活

に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

自
分
の
健
康
の
た
め
に

　

有
害
物
質
を
多
く
含
む
タ
バ
コ

の
煙
は
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
日
本
人
の
３
大
死
因
と

い
わ
れ
る
が
ん
・
脳
卒
中
・
虚
血

性
心
疾
患
を
は
じ
め
、
胃
潰
瘍
、

歯
周
病
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
多

く
の
病
気
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

周
囲
の
健
康
の
た
め
に

　

タ
バ
コ
の
先
端
か
ら
立
ち
昇
る

「
副
流
煙
」
は
、
喫
煙
者
自
身
が

吸
い
込
む
「
主
流
煙
」
に
比
べ
、

有
害
物
質
の
濃
度
が
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
喫
煙
が
子
ど
も
や

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
周
囲
の
人
の
健

康
を
著
し
く
害
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
に
節
約
も

　

１
箱
数
百
円
の
タ
バ
コ
で
も
１

日
１
箱
吸
う
と
、
１
年
間
で
約
十

数
万
円
、
10
年
間
で
百
万
円
を
超

え
る
お
金
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
１
日
数
百
円
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
積
も
り
積
も
れ
ば
大
金
と

な
り
ま
す
。
禁
煙
に
よ
り
、
節
約

に
つ
な
が
り
ま
す
。

禁
煙
は
あ
な
た
だ
け
の

た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

予
防
す
る
方
法
は
、
と
に
か
く

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
こ
と
で
す
。

禁
煙
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

は
、
禁
煙
外
来
を
受
診
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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税

平
成
30
年
度
市
・
県
民
税
所

得
課
税
証
明
書
な
ど
の
交
付

開
始
日

　

所
得
課
税
証
明
書
な
ど
の
交
付

開
始
日
は
、
市
・
県
民
税
の
納
付

方
法
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
５
月
11
日
（
金
）
交
付
開
始
／

①
市
・
県
民
税
が
全
額
給
与
か
ら

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方

■
６
月
14
日
（
木
）
交
付
開
始
／

②
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付

（
普
通
徴
収
）
の
方
、
③
年
金
か

ら
天
引
き
の
方
、
④
非
課
税
の
方

※�

世
帯
の
所
得
課
税
証
明
書
な
ど

は
、
世
帯
全
員
が
①
に
該
当
す

る
場
合
の
み
５
月
11
日
（
金
）

か
ら
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
問
合
先
／
税
務
課
（
☎

０
２
９
６-

58-

５
６
０
２
直
通
）

お
知
ら
せ

桜
川
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地

の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
お
よ
び
施
行
規
則
の

一
部
改
正

　

土
砂
等
に
よ
る
埋
め
立
て
等
の

行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

事
業
面
積
「
５
０
０
㎡
以
上
５，

０
０
０
㎡
未
満
」
を
条
例
の
対
象

と
し
て
指
導
・
監
督
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
故
意
的
に
条
例
適
用

外
で
５
０
０
㎡
未
満
の
行
為
を
繰

り
返
し
、
結
果
と
し
て
大
量
の
土

砂
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
う
よ

う
な
残
土
処
分
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
連
す
る
大
型
都
市
開
発
で
建
設

残
土
が
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
違
法
に
搬
入
さ
れ
る

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
平
成

30
年
３
月
20
日
に
条
例
お
よ
び
施

行
規
則
の
一
部
（
適
用
面
積
の
下

限
値
の
撤
廃
な
ど
）
を
改
正
し
ま

し
た
。

改
正
後

■
条
例
適
用
面
積
の
変
更

・�

５，
０
０
０
㎡
未
満
す
べ
て

※�

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
適
用
除

外
と
な
り
、
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

・�

既
存
宅
地
に
お
い
て
、
自
ら
の

居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
建
築

物
、
若
し
く
は
、
こ
れ
に
附
属

す
る
建
築
物
の
建
替
え
を
行
う

事
業

・�

自
ら
の
居
住
に
供
す
る
建
築
物
、

若
し
く
は
、
こ
れ
に
附
属
す
る

建
築
物
の
建
築
を
行
お
う
と
す

る
者
が
、
条
例
お
よ
び
施
行
規

則
に
適
合
し
た
土
砂
等
に
よ

り
、
建
築
確
認
を
受
け
て
行
う

事
業
で
、
そ
の
区
域
の
面
積
が

５
０
０
㎡
未
満
の
も
の

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）●　

　

●　
　

●　
　

●　
　

●

後
発
品
使
用
の
お
願
い

　

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
品
質
保
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
で
は
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合

を
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
80
％
以

上
と
す
る
目
標
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
桜
川
市
に
お
け
る
使

用
割
合
は
61
．20
％
で
、
全
国
平

均
の
68
．36
％
と
比
較
し
て
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
後
発
医
薬
品
の

選
択
は
、
患
者
さ
ん
自
身
の
負
担

軽
減
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
保
険

医
療
の
維
持
に
つ
な
が
る
た
め
、

積
極
的
な
使
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
先
／
筑
西
保
健
所
衛
生
課

（
☎
０
２
９
６-

24-

３
９
１
３
）

イ
ベ
ン
ト

ア
サ
ル
国
際
馬
頭
琴
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
５
周
年
記
念
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　

桜
川
市
は
、
２
０
２
０
年
の
東

京
五
輪
で
モ
ン
ゴ
ル
国
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お

り
、
本
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
援
を
し

て
い
ま
す
。

　

同
国
の
民
族
楽
器
で
あ
る
馬
頭

琴
の
や
さ
し
い
音
色
に
耳
を
傾

け
、
か
の
地
に
思
い
を
馳
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
日
時
／
５
月
20
日
（
日
）
開
演

19
時
（
開
場
18
時
30
分
）

■
場
所
／
つ
く
ば
市
立
ノ
バ
ホ
ー

ル�

大
ホ
ー
ル
（
つ
く
ば
市
吾
妻

１-

10-

１
）

■
料
金
／
当
日
券
大
人
３，

０
０
０
円
、
子
供
１，
０
０
０
円

※�

前
売
り
券
（
大
人
の
み
）
２，

５
０
０
円

■
後
援
／
桜
川
市
、
駐
日
モ
ン
ゴ

ル
国
大
使
館
、
つ
く
ば
市
、
つ
く

ば
市
教
育
委
員
会
、
い
ば
ら
き
自

民
党
モ
ン
ゴ
ル
友
好
議
員
連
盟

■
問
合
先
／
株
式
会
社
宝
島
ジ
ャ

パ
ン
（
☎
０
２
９-

８
８
６-

０
１
５
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

桜
川
市
大
和
の
石
ま
つ
り

　

日
本
石
材
三
大
産
地
の
桜
川
市

で
石
の
祭
典
『
第
28
回
桜
川
市
大

和
の
石
ま
つ
り
』を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
は
、
墓
石
・
灯
篭
・
オ

ブ
ジ
ェ
・
小
物
な
ど
の
展
示
の
他
、

字
彫
り
体
験
・
桜
川
市
音
楽
祭
・
来

場
者
み
ん
な
で
作
る
石
貼
ア
ー
ト

な
ど
、
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
い
ろ
い
ろ
企
画
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
25
日
（
金
）
～
27

日
（
日
）
９
時
～
17
時

■
会
場
／
桜
川
市
役
所
大
和
庁
舎

前
駐
車
場

■
問
合
先
／
桜
川
市
商
工
会�

真

壁
事
務
所�

飯い
い
む
ら村
（
☎
０
２
９
６

-

55-

４
１
１
１
）

昨年行われた大和の石まつり

募

集

講
座
生
募
集

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
１

ｄ
ａ
ｙ
レ
ッ
ス
ン
『
初
夏 

苔
玉

を
作
ろ
う
』

■
講
師
／
安あ

ん
ど
う藤
和か

ず
よ代
氏
（
フ
ラ

ワ
ー
装
飾
一
級
技
能
士
）

■
日
時
／
６
月
16
日
（
土
）
９
時

～
12
時

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
受
講
料
／
４，
０
０
０
円
（
材

料
費
込
）

■
申
込
期
限
／
６
月
６
日
（
水
）

パ
ソ
コ
ン
応
用
講
座

■
講
師
／
沼ぬ

ま
た田
立た

つ
ひ
と人
氏
（
元
つ
く

ば
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校

非
常
勤
講
師
）

■
日
時
／
７
月
６
日
（
金
）
～
８

月
31
日
（
金
）
18
時
30
分
～
21
時

30
分

※�

８
月
14
日
（
火
）
を
除
く
火
・

金
曜
日

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
受
講
料
／
２
０，
０
０
０
円
（
教

材
費
別
）

■
申
込
期
限
／
６
月
26
日
（
火
）

共
通
事
項

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
桜
川
市

下
泉
６
２
５-

１�

☎
０
２
９
６

-

75-

１
２
５
４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

お
む
す
び
（
縁
結
び
）
体
験

交
流
会

■
日
時
／
６
月
３
日
（
日
）
10
時

～
15
時
（
受
付
９
時
30
分
～
）

■
場
所
／
筑
西
市
総
合
福
祉
セ
ン

　

新
庁
舎
建
設
事
業
は
、
第
２
次

総
合
計
画
の
中
で
、
現
在
の
分
庁

舎
方
式
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
す

る
た
め
に
新
庁
舎
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
現
庁
舎
は
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
耐
震
性
が
低
く
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
が
不
足
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
に
新
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
と
よ

り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
委
員
会
か
ら
中
間
報
告

と
し
て
提
出
さ
れ
た
新
庁
舎
の
在

り
方
及
び
建
設
位
置
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間
／
５
月
15
日

（
火
）
～
６
月
14
日
（
木
）
必
着

■
公
表
場
所
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
企
画
課
（
大
和
庁
舎
）

お
よ
び
総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
真

壁
庁
舎
）

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方
／
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す

る
方
な
ど

■
提
出
方
法
／
ハ
ガ
キ
、
封
書
な

ど
に
「
桜
川
市
新
庁
舎
の
在
り
方

及
び
建
設
位
置
（
案
）
に
対
す
る

意
見
」
と
書
き
、
住
所
、
氏
名
ま

た
は
名
称
、
連
絡
先
を
明
記
し
、

送
付
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
口
頭
、
電
話
で
の
ご
意
見
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

郵
送
先
／
〒
３
０
９-

１
２
９
３�

桜
川
市
羽
田

１
０
２
３�

桜
川
市�

市
長
公
室�

企
画
課

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６-

58-

５
０
８
２

・ 

持
参
先
／
企
画
課（
大
和
庁
舎
）、

総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・
真
壁
庁

舎
）

・ 

電
子
メ
ー
ル
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
内

専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

桜
川
市
新
庁
舎
の
在
り
方
及
び
建
設
位
置（
案
）

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

�

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト



社会福祉法人 上の原学園社会福祉法人 上の原学園

℡0296-71-6888
HP http://www.u-gaku.or.jp/

℡0296-71-6888
HP http://www.u-gaku.or.jp/

入居に関するお問い合わせは
下記までお願いします

入居に関するお問い合わせは
下記までお願いします

特別養護老人ホーム 上の原
入居者募集入居者募集

情報ひろば桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

さくらがわ　2018.5.1 14

タ
ー�

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
筑

西
市
小
林
３
５
５
）

■
募
集
人
数
／
49
歳
ま
で
の
独
身

男
女
各
20
名
程
度

■
申
込
方
法
／
電
話
に
よ
る
申
し

込
み
（
申
し
込
み
は
本
人
の
み
）

※
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

■
参
加
費
／
男
性
３，
０
０
０
円
、

女
性
１，
０
０
０
円

■
募
集
期
限
／
５
月
20
日
（
日
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
結
婚
支

援�

赤
い
糸�

淀よ
ど
な
わ縄

（
☎
０
９
０

-

４
６
２
３-

１
２
２
１
）、
上う

え

野の

（
☎
０
９
０-

３
０
６
１-

５
０
４
０
）無

料
相
談

「
法
テ
ラ
ス
の
日
」
記
念
法

律
相
談
会

　

法
テ
ラ
ス
茨
城
で
は
、「
法
テ

ラ
ス
の
日
」（
毎
年
４
月
10
日
法

人
設
立
日
）
を
記
念
し
て
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

方
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

法
テ
ラ
ス
は
、
国
が
設
立
し
た

公
的
な
法
人
で
す
。

■
日
時
／
５
月
28
日
（
月
）
13
時

～
16
時

■
会
場
／
桜
川
市
役
所�

真
壁
庁

舎�

会
議
室

■
定
員
／
５
名
程
度
（
要
予
約
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
法
テ
ラ
ス

茨
城
（
☎
０
５
０-

３
３
８
３-

５
３
９
０
、
平
日
９
時
～
17
時
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

無
料
法
律
相
談

　

財
産
・
相
続
・
借
地
・
金
銭
貸

借
契
約
・
離
婚
問
題
な
ど
、
法
律

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
30
日
（
水
）
10
時

～
12
時

■
予
約
開
始
／
５
月
22
日
（
火
）

９
時
～

■
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
桜
川
市
在
住
の
方
で
、

先
着
５
名
（
１
人
20
分
程
度
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
岩
瀬
本
所
（
☎

０
２
９
６-

76-
１
３
５
７
）

市
長
と
語
ろ
う
！

「
市
民
の
日
」

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

５
月
納
期
の
税・保
険
料

納
期
限
／
５
月
31
日（
水
）

軽
自
動
車
税 

全
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
行
政
に
反

映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話
し

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん

で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
事
前
（
前
日
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月
21
日
（
月
）
９
時

～
12
時

■
場
所
／
市
役
所
大
和
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

「
２
０
１
８

ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
」

に
伴
う
交
通
規
制

■規制箇所・時間
①県道７号線／約 3.2km
　石岡方面片側車線車両規制・8時 30分～ 11時
②稜線林道／約 18.1km
　全面通行止め・8時 30分～ 12時

猿田小学校
雨引観音市役所

（大和庁舎）

市役所
（真壁庁舎）

真壁消防署

加波山

足尾山

文

２

１

稜線林道稜線林道

石岡方面
迂回路
石岡方面
迂回路

きのこ山

■
規
制
日
／
５
月
20
日
（
日
）

■
問
合
先
／
ツ
ー
ル
・
ド
・
さ

く
ら
が
わ
実
行
委
員
会
（
☎

０
２
９
６-

55-

０
１
０
９
）



時間講師 大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしながら、

自分自身の成長に繋がるお仕事です。勤務地は
　岩瀬教室・笠間教室、面接は岩瀬教室にて行います。

まずは、お気軽にお電話下さい。

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１４：００～２１：００

特別養護老人ホーム さつき荘

ショート・ステイ
（短期入所）

ご利用いただけます お問い合せ
℡0296－75－3221

　
俳
　
句

【
茂
山
俳
句
会
】

大
欅
百
の
囀
り
乗
せ
て
佇
つ�

渡
部
　
千
恵
子

老
木
の
渾
身
こ
め
し
芽
吹
き
か
な�
宮
本
　
立
男

葦
の
芽
を
縫
ふ
や
う
水
の
流
れ
か
な�
飯
山
　
昭

山
籟
を
聞
き
つ
つ
散
歩
風
光
る�

海
老
沢
　
幸
子

鉛
筆
の
木
屑
の
匂
ひ
新
入
生�

金
子
　
弘
毅

墨
堤
の
老
舗
の
暖
簾
桜
餅�

今
井
　
繁
子

暖
か
や
話
す
二
人
の
耳
遠
し�

鈴
木
　
つ
ぎ

も
の
の
芽
や
紬
機
場
は
中
二
階�

海
老
澤
　
静
夫

も
の
の
芽
に
と
き
め
く
老
の
く
ぐ
ま
れ
る

�

吉
原
　
秀
子

閉
校
の
庭
の
桜
吹
雪
か
な�

鈴
木
　
ノ
ブ
子

春
め
く
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
土
堤
に
佇
つ

�

松
﨑
　
い
ま

佐
保
姫
の
一
振
り
狭
庭
色
増
せ
り�

齋
藤
　
み
よ

芍
薬
の
芽
の
赤
々
と
勢
揃
ひ�

大
関
　
く
に

麗
ら
か
や
垣
根
へ
だ
て
て
長
話�

笠
倉
　
陽
子

墓
石
も
薄
化
粧
す
る
名
残
り
雪�

植
竹
　
ふ
み

慎
ま
し
き
農
の
生
活
や
花
冷
す�

皆
川
　
一
女

九
十
路
に
足
ふ
み
入
れ
し
花
の
ひ
え

�

宮
本
　
芳
江

ほ
ろ
苦
き
蕗
味
噌
深
き
香
り
か
な�

竹
林
　
て
る

山
ざ
く
ら
わ
が
世
謳
歌
に
笑
ひ
咲
く

�

塚
本
　
ゆ
き
子

花
冷
え
や
身
を
反
ら
し
飲
む
粉
ぐ
す
り

�

岩
淵
　
の
ぶ
子

春
の
花
い
ろ
と
り
ど
り
の
大
舞
台

�

藤
本
　
利
意
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
疾
風
受
け
と
め
咲
き
誇
る

�

酒
寄
　
誠

ク
レ
ツ
シ
ェ
ン
ド
し
つ
つ
産
声
春
の
風

�
君
島
　
真
理
子

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

春
浅
き
源
流
の
水
う
ご
か
し
て
山
椒
魚
が
ぬ
る
り
と

泳
ぐ�

小
林
　
美
瑳
子

寒
波
な
ど
フ
ィ
ー
フ
ィ
ー
と
啼
く
う
そ
鳥
に
託
し
て

し
ま
え
　
さ
く
ら
は
ま
だ
か�

泉
　
三
郎

福
砂
屋
よ
と
御
師
手
づ
か
ら
の
カ
ス
テ
ラ
を
杳
く
思

ひ
て
福
砂
屋
を
食た

う
ぶ�

広
沢
　
日
出
子

満
場
の
拍
手
の
中
を
歩
み
行
く
そ
の
背
を
見
つ
む
叙

勲
の
宴�

久
保
　
悦
子

腸
管
を
た
め
ら
ひ
も
な
く
進
む
カ
メ
ラ
他
人
事
の
や

う
画
像
に
見
入
る�

瀧
井
　
幸
子

月
は
夜
に
見
る
も
の
な
れ
ど
消
え
残
る
大
き
満
月
見

上
げ
て
佇
て
る�

石
田
　
守
子

う
れ
ひ
な
く
平
和
な
時
を
生
き
る
孫
に
北
朝
鮮
の
歴

史
を
語
る�

古
賀
　
澄

寒
波
に
も
め
げ
ず
顔
出
す
水
仙
に
背
筋
の
ば
せ
と
教

え
ら
れ
た
り�

浜
野
和
　
操

切
り
餅
の
カ
ビ
を
洗
ひ
て
小こ

じ食
飯は
ん

に
祖
母
の
揚
げ
く

れ
し
か
き
餅
の
味�

鈴
木
　
英
雄

そ
れ
ぞ
れ
の
枝
そ
れ
ぞ
れ
に
位
置
し
め
て
白
梅
の
蕾

ふ
く
ら
み
そ
め
ぬ�

大
関
　
に
ち
子

芳か
ん
ばし
い
甘
き
薫
り
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
和
服
姿
の
師
よ

り
贈
ら
る�

萩
原
　
き
し
の

金こ
ん
じ
き色
の
正
月
の
太ひ
陽
は
あ
か
あ
か
と
東
の
空
に
は
白

き
月
の
出�

浅
賀
　
順
子

裏
庭
へ
ひ
と
り
い
で
ゆ
き
思
ひ
出
に
濡
れ
つ
つ
見
て

い
る
紅
梅
の
花�

山
田
　
し
げ
の

加
波
山
の
北
麓
こ
え
て
吹
き
寄
す
る
風
は
五
体
に
こ

と
さ
ら
し
み
る�

渡
辺
　
し
な
子

ね
こ
や
な
ぎ
の
和に
こ
げ毛

か
が
や
く
川
岸
に
せ
せ
ら
ぎ
聴き

き
つ
つ
亡
き
友
偲
ぶ�

大
久
保
　
富
美
江

15 さくらがわ　2018.5.1
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３
月
末
時
点
に
お
い
て
、
３
階

や
屋
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設

し
、
上
棟
し
ま
し
た
。
外
壁
の
タ

イ
ル
貼
り
や
窓
枠
の
設
置
、
内
装

工
事
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
29
日
に
、
水
戸
市
内
の
ホ

テ
ル
で
福
島
県
い
わ
き
市
と
桜
川

市
を
含
む
県
内
35
市
町
村
と
の
間

で
「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
い

わ
き
市
民
の
広
域
避
難
に
関
す
る

協
定
」
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
は
、
福
島
県
内
で
原

子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

い
わ
き
市
住
民
約
35
万
人
が
協
定

で
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
茨
城

県
内
の
各
市
町
村
へ
避
難
す
る
も

の
で
、
桜
川
市
で
は
最
大
１
３
，

５
０
０
人
を
受
け
入
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
３
月
５
日
に
は
、
桜
川
市

と
株
式
会
社
つ
く
ば
イ
ワ
サ
キ
、

株
式
会
社
ス
ミ
ハ
ツ
、
株
式
会
社

マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス
テ
ム

ズ
、
黒
沢
建
設
株
式
会
社
は
、
災

害
発
生
時
の
市
民
生
活
の
安
定
を

図
る
た
め
、
台
山
高
森
工
業
団
地

内
の
豊
富
な
地
下
水
が
あ
る
井
戸

水
の
無
償
供
給
を
受
け
る
た
め
の

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
井
戸
は
台
山
高
森
工
業
団

地
内
の
4
社
が
所
有
す
る
も
の

で
、
台
山
高
森
工
業
団
地
共
同
給

水
施
設
と
し
て
管
理
運
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

施
設
代
表
の
株
式
会
社
つ
く
ば

イ
ワ
サ
キ
井い

ざ
わ澤
千ち

た

か

多
香
代
表
取
締

役
は
「
災
害
時
に
少
し
で
も
市
民

の
皆
様
の
力
に
な
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
防
災
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

■�

問
合
先
／
病
院
整
備
推
進
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

地
域
医
療
情
報

平
成
30
年
10
月
に
開
院
予
定
の

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
状
況

さくらがわ地域医療センター全景

提供：有限会社中川フォトスタジオ

内　装 内　観 外　観

清
し み ず

水敏
と し お

男いわき市長と協定を交わした
大塚市長を含む茨城県内 35 市町村長

協定を交わした給水施設所有者の
皆さんと大塚市長

災
害
時
に
お
け
る

協
定
を
締
結
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